
と
き
わ
や
れ
い
へ
い
し

我
が
川
島
家
は
常
盤
屋
の
号
の
家
で
日
光
礼
幣
仙
街
道
、
壬
生
藩

か
な
さ
き
し
ゆ
く

金
崎
の
宿
の
街
道
筋
で
、
本
陣
に
な
っ
た
事
も
あ
る
。
本
家
か
ら
三

番
目
に
一
七
七
○
年
頃
に
一
番
新
し
く
分
家
し
た
。

お
お
ほ
ん
け

よ
し
む
ら
や

大
本
家
の
川
島
は
吉
村
屋
と
号
し
南
朝
方
で
、
後
齪
醐
天
皇
の
皇

つ
れ
な
が

子
恒
良
親
王
の
重
臣
で
あ
っ
た
が
、
建
武
中
興
後
、
新
田
義
貞
に
奉

ぜ
ら
れ
て
越
前
金
ヶ
崎
域
に
拠
っ
た
親
王
は
再
び
足
利
尊
氏
と
戦
う

こ
と
と
な
り
落
城
し
た
。
そ
れ
で
親
王
は
京
に
送
ら
れ
て
殺
さ
れ
た

が
、
そ
の
重
臣
等
は
南
北
朝
軍
勢
入
乱
れ
る
関
東
に
落
ち
て
、
北
畠

親
房
等
と
通
じ
た
宇
都
宮
氏
を
頼
っ
た
も
の
か
？
又
は
旗
色
鮮
明

で
な
か
っ
た
皆
川
氏
を
頼
っ
た
も
の
か
？
そ
れ
ぞ
れ
に
好
意
を
寄

せ
た
ら
し
い
伝
え
も
あ
る
が
不
明
で
あ
る
。
要
す
る
に
反
足
利
方
で

好
機
到
来
を
待
っ
て
、
皆
川
、
宇
都
宮
対
陣
の
中
間
の
小
倉
川
の
現

在
地
に
留
ま
っ
て
金
ヶ
崎
城
の
再
起
を
念
じ
て
金
崎
（
か
な
さ
き
）

の
地
名
を
名
付
け
て
宿
（
し
や
く
）
を
経
営
創
設
し
た
。

我
が
川
島
家
の
医
史
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大
本
家
吉
村
屋
（
栃
木
県
上
都
賀
郡
西
方
村
金
崎
）
に
ば
天
皇
桜

（
吉
野
山
を
忘
れ
ぬ
様
に
、
吉
野
由
来
の
桜
の
木
）
の
樹
令
七
’
八
百
年

の
巨
木
が
あ
っ
た
が
明
治
四
三
年
の
台
風
で
倒
れ
た
。
そ
ん
な
訳
で

大
本
家
は
古
い
。

我
が
三
番
目
の
分
家
常
盤
屋
は
初
代
か
ら
儒
医
で
あ
っ
た
。

川
島
家
（
常
盤
屋
）
系
譜
を
示
す
と
、

●
●

初
代
儒
医
養
仙
（
宝
歴
四
、
一
七
四
五
年
生
、
寛
政
元
一
七
八
九
年
残

三
六
歳
）
は
本
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
両
親
に
非
常
に
可
愛
が

ら
れ
た
の
で
本
家
の
向
い
側
に
道
路
を
東
に
隔
て
て
分
家
に
出
し
て

貰
っ
た
が
、
小
倉
川
の
大
増
水
で
流
さ
れ
、
現
在
の
本
家
よ
り
南
の

下
流
の
地
に
ま
た
土
地
を
貰
っ
て
分
家
と
な
っ
た
。

江
戸
に
学
び
所
蔵
本
の
書
庫
の
蓋
の
裏
書
を
読
む
と
本
郷
金
助
町

辺
の
購
入
が
多
く
、
四
書
五
経
の
儒
学
が
多
い
。
神
農
氏
木
像
（
天

明
八
年
東
都
神
田
住
後
藤
秀
融
作
、
平
出
玄
通
よ
り
養
仙
に
之
を
譲
る
、
と

底
書
あ
り
）
を
伝
え
、
今
に
我
家
は
冬
至
の
日
に
こ
の
神
農
像
を
床

間
に
飾
っ
て
御
祭
り
を
続
け
て
い
る
。
俳
句
を
よ
く
し
、
墓
は
筆
子

三
十
六
名
で
建
立
し
て
く
れ
た
。

二
代
養
慶
（
天
明
二
、
一
七
八
二
年
生
、
明
治
元
一
八
六
八
年
喪
八
七

歳
）
は
同
じ
く
江
戸
に
学
び
そ
の
蔵
書
は
本
郷
辺
購
入
が
多
く
、
文

化
文
政
に
江
戸
に
学
ん
だ
の
で
写
本
も
多
く
当
時
の
書
生
と
し
て
は

よ
く
勉
強
を
し
て
お
り
、
独
創
で
腸
チ
フ
ス
の
病
型
を
富
士
山
の
山

型
で
発
病
か
ら
終
焉
迄
を
正
確
に
記
し
て
い
る
。
漢
詩
を
よ
く
し

た
。
養
慶
は
女
の
子
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
長
女
（
か
え
、
俗
に
お
か
ょ

婆
さ
ん
）
に
金
崎
の
こ
た
山
越
し
の
西
の
寺
尾
村
荒
井
家
（
後
世
、
荒

井
恵
侍
医
頭
あ
り
）
か
ら
憲
敞
・
称
名
為
八
を
貰
っ
た
。
壬
生
藩
か
ら

未
端
儒
医
帯
刀
御
免
と
な
り
、
高
田
河
内
守
の
短
刀
が
我
が
家
に
伝

わ
っ
て
い
る
。
墓
は
筆
子
五
十
七
名
が
建
立
し
て
く
れ
た
。

三
代
為
八
（
文
化
七
、
一
八
○
一
年
生
、
明
治
十
九
、
一
八
八
六
年
喪
七

七
歳
）
は
特
別
猛
勉
家
で
江
戸
に
も
水
戸
に
も
医
を
学
び
、
「
環
海

異
聞
」
の
精
細
写
本
な
ぞ
し
早
く
海
外
に
目
を
向
け
日
本
国
北
方
・

南
方
の
地
図
の
筆
写
が
多
く
、
洋
学
を
幼
稚
な
れ
ど
学
ん
だ
跡
が
あ

る
。
本
間
玄
調
和
郷
輯
な
る
「
医
方
墓
要
」
三
巻
の
写
本
（
天
保
十
五

年
甲
辰
春
三
月
、
弘
化
元
）
を
包
む
帖
に
は
大
き
く
「
活
物
」
と
記

し
、
オ
ラ
ン
ダ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
横
文
字
筆
写
も
落
書
き
さ
れ
て
い
る
。

序
に
毛
筆
着
色
シ
ー
ポ
ル
ト
肖
像
図
（
右
向
き
）
の
壱
輻
が
あ
る

が
、
水
戸
の
玄
調
の
処
で
写
し
て
き
た
ら
し
い
。
水
戸
に
学
ん
だ
時

か
ん
ら
ん

に
、
常
陸
太
田
の
辺
で
往
時
産
出
の
上
質
撒
犢
石
を
求
め
き
て
自
分

の
墓
石
と
し
た
の
で
今
に
共
同
墓
地
ピ
カ
ー
の
石
材
で
あ
る
。
為
八
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す
ぎ
む
ら
や

の
長
子
は
大
酒
家
で
あ
っ
た
の
で
二
番
目
分
家
杉
村
屋
川
島
家
の
嫡

男
が
絶
え
た
の
で
養
子
に
出
し
た
の
で
二
男
の
精
軒
が
跡
継
ぎ
と
な

つ
券
侶
０

四
代
五
代
・
六
代

以
下
順
次
、
精
軒
、
慶
治
、
精
迄
を
述
べ
る
。

（
眼
科
開
業
）

我
が
国
で
看
護
と
い
う
行
為
が
職
業
化
し
た
の
は
明
治
時
代
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
仏
教
が
隆
盛
で
あ
っ
た
時
代
に
は

看
病
僧
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
て
か
ら
は
奉
仕
女
、
あ
る
い
は

シ
ス
タ
ー
達
の
手
に
よ
っ
て
看
護
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は

全
地
域
、
ま
た
す
べ
て
の
階
層
の
人
々
に
ゆ
き
わ
た
る
程
、
活
溌
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
般
の
家
庭
で
は
民
間
伝
承
に
よ
る
看

護
、
ま
た
は
医
師
の
手
に
よ
る
看
護
、
あ
る
い
は
医
師
の
指
導
、
指

示
の
も
と
に
家
人
が
行
う
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
ろ
う
と
種

々
の
文
献
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
特
に
仏
教
が
衰
退
し
て
看
病
僧
が
激

減
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
弾
圧
に
よ
っ
て
奉
仕
女
達
の
活
動
が
か
く
れ

て
し
ま
っ
た
以
後
、
江
戸
時
代
に
は
看
護
の
殆
ん
ど
が
、
家
庭
で
家

族
あ
る
い
は
使
用
人
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
る

差
勾
／
Ｏ

し
か
し
、
そ
の
指
導
の
実
権
は
医
師
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
の
家
庭
看
護

山

根
信
子
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